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市
の
花
：
梨
の
花

★健康増進のため「市民一人一スポーツ」を始めよう！

主な内容

●まちの話題　　　 　　　２ページ

●財政事情の公表　３～７ページ

●くらしの情報　　  　７～ �3 ページ

●イベント ・ 募集  �5 ～ �6 ページ

●夜間小児・休日当番 　�7 ページ

●求人 ・ カレンダー  �8 ～ �9 ページ

　　　第 17 回　県堺大綱引き大会　10 月 14 日 （日）

　結果　大綱引き （300 人対 300 人）　荒尾市　２－０　大牟田市
　　　　　子ども綱引き （50 人対 50 人） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　低学年　 荒尾市　２－１　大牟田市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高学年　 荒尾市　１－２　大牟田市
　　　　　女綱引き （100 人対 100 人）　荒尾市　２－０　大牟田市

　　　　　※大綱引き通算成績　９勝８敗
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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

松
永
源
六
郎
さ
ん

く
ま
も
と
県
民
文
化
賞
を
受
賞

共
立
機
械
製
作
所　

株
式
会
社

と
立
地
協
定
調
印

秋
富　

し
つ
ゑ
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

松
永
源
六
郎
さ
ん

（
大
和
区
）

が
、
伝
統
的
な
技
法
に
よ
る
刀
剣

製
作
や
地
域
に
伝
わ
る
古
来
の
製

鉄
法
の
普
及
活
動
に
尽
力
し
、
地

域
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
く
ま
も

と
県
民
文
化
賞

（地
域
文
化
活
動

部
門
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

↑
受
賞
報
告
に
前
畑
荒
尾
市
長
を
訪
問
さ
れ
た
松

永
源
六
郎
さ
ん
（
中
央
）、
豊
美
さ
ん
（
右
）
夫
妻

　

10
月
４
日

（
木
）、
市
役
所
で
共

立
機
械
製
作
所　

株
式
会
社

（
村

上
泰
弘
代
表
取
締
役
、
本
社
：

神
奈
川
県
相
模
原
市
）
と
の
立

地
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
社
は
、
金
属
部
品
の
切
削

加
工
に
高
い
技
術
を
持
っ
て
お
り
、

荒
尾
産
業
団
地
に
新
工
場
を
建
設

さ
れ
ま
す
。
同
工
場
は
本
社
以
外

で
は
初
め
て
の
工
場
と
な
り
、
地

元
か
ら
10
人
程
度
を
採
用
し
、
来

年
６
月
の
操
業
開
始
予
定
で
す
。

↑
左
か
ら
村
上
泰
弘
代
表
取
締
役
、
前
畑
荒
尾
市

長
、
県
商
工
観
光
労
働
部
企
業
立
地
課　

小
野
上

典
明
課
長
、
独
立
行
政
法
人　

中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構　

九
州
支
部　

藤
松
照
幸
審
議
役

　

秋
富
し
つ
ゑ
さ
ん
（中
央
東
）
が
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
文
部

科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
秋
富
さ
ん
は
体
育
指
導
委
員

と
し
て
25
年
間
、
ま
た
健
康
づ
く

り
推
進
員
協
議
会
会
長
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
報
告
に
前
畑
荒
尾
市
長
を

訪
問
さ
れ
た
秋
富
さ
ん
は

「
人
の

手
伝
い
が
生
き
が
い
で
す
。
好
き

で
や
っ
て
い
た
こ
と
が
表
彰
に
つ
な

が
り
驚
い
て
い
ま
す
。
今
は
高
齢

者
の
方
の
健
康
体
操
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
体
操
を
通
じ
て
、
お

年
寄
り
の
方
が
元
気
に
い
き
い
き

と
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

荒
尾
梨

100
周
年
事
業

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
梨
の
配
布

　

10
月
７
日

（
日
）、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
南
側
正
面
ゲ
ー
ト
で
荒
尾
梨

ピ
ー
ア
ー
ル
の
た
め
、
約
500
個
の
新

高
梨
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

遊
園
地
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、

思
い
が
け
な
い
お
土
産
に
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。

野
原
八
幡
宮

秋
の
大
祭

　

10
月
15
日

（
月
）、
野
原
八
幡

宮
で
秋
の
大
祭

「
の
ば
ら
さ
ん
」

が
行
わ
れ
、
市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財

「節
頭
行
事
」
と
、
県
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
風
流
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
足
早
い
七
五
三
参

り
に
来
た
人
な
ど
で
境
内
は
賑
わ

い
ま
し
た
。

↑稚児を乗せた神馬を引き、奉納歌を披露す
る「節頭行事」

↓笛の音にあわせ、稚児らが舞いながら大太
鼓、小太鼓を打つ「風流」
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●一般会計収支状況 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位 ：千円　※△はマイナス

区分 平成１8 年度 平成１7 年度

決算額 伸率 (%) 決算額

(A) 歳入総額 �9,007,933 9.� �7,4�4,887

(B) 歳出総額 �8,968,6�8 7.0 �7,735,9�7

(C) 歳入歳出差引 (A-B) 39,305 - △ 3��,040

(D) 翌年度へ繰越すべき財源 9,084 - 55,��6

(E) 実質収支 (C-D) 30,��� - △ 366,�56

(F) 単年度収支 396,477 - ��0,�54

財
政
事
情
の
公
表

市
民
の
皆
様
に
市
財
政
の
現
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

平
成
�8
年
度
の
市
財
政
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

まちの話題・財政事情の公表 

●
決
算
と
は

　

市
の
会
計
年
度
は
、
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
を
一
区
切

り
と
し
た
12
カ
月
間
を
言
い
、

そ
の
会
計
年
度
を
単
位
と
し

て

「予
算
」
を
立
て
た
り

「決

算
」
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
す
。 

 

ど
の
く
ら
い
収
入
が
あ
る
の

か
、
そ
の
お
金
を
ど
の
よ
う
に

使
う
の
か
と
い
っ
た
予
定
を
示

す

「
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
そ

の
年
度
の
開
始
前
に
市
議
会
の

議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

実
際
に
い
く
ら
の
収
入
や
支
出

が
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る

「
決
算
」
に
つ
い
て
は
監
査
委

員
の
意
見
を
付
け
て
、
議
会
の

認
定
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

荒
尾
市
で
は
決
算
特
別
委

員
会
な
ど
で
詳
し
く
審
議
さ

れ
た
後
、
12
月
に
市
議
会
で

認
定
を
受
け
る
予
定
で
す
。

一
般
会
計
収
支
状
況

　

平
成
18
年
度
の
荒
尾
市
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

が
190
億
793
万
３
千
円(

対
前
年
度
比
9.1
％
増)

、
歳
出
が

189
億
６
８
６
２
万
８
千
円(

対
前
年
度
比
7.0
％
増)

で
、
差
し
引
き
プ

ラ
ス
３
９
３
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
で
は
、
プ
ラ
ス
３
０
２
２
万
１
千

円
と
な
り
、
４
年
ぶ
り
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

単
年
度
収
支

（
当
該
年
度
と
前
年
度
の
実
質
収
支
を
比
較
し

た
も
の
で
、
前
年
度
以
前
か
ら
の
収
支
の
累
積
を
除
き
、
当
該

年
度
だ
け
の
収
支
を
把
握
す
る
た
め
に
用
い
る
）
を
見
ま
す
と
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般会計
　　　　　市の会計の中心をなすもので、 行政運営の基本的な事業である福祉、

　ごみ処理、消防、教育、道路の整備などの事業に充てられ市政の基本となる会計です。

　　　主に市税 （市民税や固定資産税など） や地方交付税等でまかなわれています。

                    　　特別会計
　　国民健康保険事業や介護保険事業など

特定の事業を行う場合に、 国民健康保険税や

介護保険料など特定の歳入をもってその歳出に充

てるもので、一般会計と区別して整理するものです。

　　　荒尾市には５つの特別会計があります。

　　　 公営企業会計
　水道、 病院など、 民間企

業と同じように、 事業で収益

をあげてまかなわれる会計で

す。 荒尾市には２つの公営

　企業会計があります。

市の会計は一般会計、特別会計、公営企業会計という３つのグループで成り立っています。

●歳入歳出額の推移

３
億
９
６
４
７
万
７
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は

「
財

政
健
全
化
緊
急
３
か

年
計
画
」
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
一
般
会

計
に
つ
い
て
は
、
財
政

状
況
が
健
全
な
方
向

へ
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
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くらしの情報

①
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　

54
億
５
６
０
３
万
６
千
円

　

国
税

（所
得
税
、酒
税
、法
人
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
の
一
部
を

各
地
方
公
共
団
体
間
の
財
政
力
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
が
配
分
す
る
も

の
で
す
。

②
国
庫

（
県
）
支
出
金

　
　
　
　
　

28
億
９
０
３
３
万
5
千
円

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
国

（
県
）
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、

負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

③
市
債              

25
億
920
万
円

　

国
、
県
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
い
わ

ゆ
る
借
金
で
す
。

④
地
方
譲
与
税
ほ
か

　
　
　
　
　

13
億
１
１
１
８
万
３
千
円

　

国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
地
方

道
路
税
、
自
動
車
重
量
税
、
所

得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ
れ
る
も

の
で
、
そ
の
ほ
か
に
地
方
特
例
交

付
金(

恒
久
的
減
税
等
に
伴
う
地

方
の
収
入
減
額
を
国
が
補
て
ん
す

る
も
の
）
な
ど
で
す
。

①
市
税　

45
億
６
２
６
７
万
９
千
円

内
訳

市
民
税
…
16
億
８
４
２
４
万
１
千
円

固
定
資
産
税
…
24
億
１
７
５
６
万
７
千
円

軽
自
動
車
税
…
１
億
841
万
７
千
円

た
ば
こ
税
…
３
億
４
７
８
７
万
９
千
円

入
湯
税
…
457
万
４
千
円

②
繰
入
金　
　

６
億
９
４
２
８
万
円

　

特
別
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら
繰

り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
が
、

●
依
存
財
源

　
　

 

121
億
６
６
７
５
万
４
千
円

　　

国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て
額

が
決
め
ら
れ
、
交
付
ま
た
は

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金
の
こ
と

で
す
。

　

依
存
財
源
に
は
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
、
地
方
譲
与
税
、
地
方

債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
自
主
財
源

　
　

 

68
億
４
１
１
７
万
９
千
円

 

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

お
金
の
こ
と
で
す
。

 

市
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
、
諸

収
入
、
繰
入
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

18
年
度
は
国
か
ら
土
地

（
福
祉

村
用
地
）
を
取
得
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
社
会
福
祉
振
興
基
金
か

ら
、
２
億
７
６
２
９
万
円
を
繰
り

入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
手
当

基
金
か
ら
３
億
２
千
万
円
を
繰
り

入
れ
ま
し
た
。

③
諸
収
入

　
　
　
　
　

６
億
９
１
５
３
万
５
千
円

　

貸
付
金
元
利
収
入
、
実
費
徴
収

金
、
そ
の
他
雑
入
な
ど
で
す
。

④
使
用
料
、
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
４
６
８
７
万
円

　

い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
使
用
料
や
住

民
票
等
証
明
書
の
交
付
に
か
か
る

手
数
料
な
ど
で
す
。

⑤
負
担
金
及
び
分
担
金

　
　
　
　
　

２
億
５
３
６
１
万
５
千
円

　

特
定
の
事
業
に
充
て
る
た
め
に
、

そ
の
事
業
の
利
益
を
受
け
る
者
か

ら
徴
収
す
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

⑥
繰
越
金
、
財
産
収
入
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
２
０
万
円

　

前
年
度
か
ら
持
ち
越
さ
れ
た
お

金
の
こ
と
で
す
。

　

財
産
収
入
と
は
、
市
有
財
産(

市
有
地
等)

を
貸
し
付
け
た
り
売

り
払
う
な
ど
に
よ
り
得
ら
れ
る
お

金
の
こ
と
で
す
。

自主財源

依存財源

　　 歳入
　  190 億

793 万３千円

②国庫支出金
�� 億 6�9 万 8 千 円　
　　　　　　　　（��.�％）

③市債　�5 億 9�0 万円
　　　　　　　　（�3.�％）

④地方譲与税ほか
�3億 ���8 万３千円
　　　　　　　　（6.9％）

②県支出金
7 億 8403 万 7 千円
　　　　　　　（4.�％）

①市税
45億 6�67 万９千円
　　　　　　　（�4.0％）

②繰入金
6 億 94�8 万円
　　　　　（3.7％）

③諸収入
6 億 9�53 万 5 千円
　　　　　　　　（3.6％）

④使用料、 手数料
5 億 4687 万円　　
　　　　　　（�.9％）

⑤負担金及び分担金
� 億 536� 万 5 千円
　　　　　　　（�.3％）

⑥繰越金、 財産収入
ほ か　9��0 万 円　　
　　　　　　　（0.5％）

①地方交付税
54億 5603 万６千円
　　　　　　　（�8.7％）

歳
入
の
決
算
状
況

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
よ
り
も
地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
占
め
る
割
合
が
高
い
決

算
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
や
国

庫
補
助
負
担
金
の
削
減
等
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受

け
ま
す
。
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①
民
生
費　

 

60
億
７
５
６
０
万
円

　

市
民
に
一
定
水
準
の
生
活
と
安

定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
た

め
の
経
費
で
あ
り
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
乳
幼
児
の
た
め
の
福
祉

や
生
活
保
護
な
ど
に
使
わ
れ
る
費

用
で
す
。

②
衛
生
費　

29
億
５
２
９
２
万
３
千
円

　

市
民
が
健
康
に
し
て
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の
経

費
で
あ
り
、
各
種
検
診
や
予
防
接

種
、
公
害
対
策
、
ご
み
の
収
集
・

処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど

に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

③
総
務
費　

23
億
４
５
５
６
万
４
千
円

　

市
の
全
般
的
な
管
理
事
務
経
費

で
あ
り
、
市
税
、
戸
籍
、
統
計
、

広
報
、
選
挙
、
交
通
安
全
対
策
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
、
そ
の
他
内

部
管
理
事
務
な
ど
に
使
わ
れ
る
費

用
で
す
。

④
公
債
費　

18
億
４
１
４
２
万
９
千
円

　

市
の
借
入
金

（
市
債
）
を
返
済

す
る
費
用
で
す
。

⑤
教
育
費　

18
億
３
９
７
４
万
３
千
円

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

社
会
教
育
等
の
教
育
関
係
の
経
費

で
あ
り
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
な

ど
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

⑥
土
木
費　

14
億
８
５
１
１
万
１
千
円

　

道
路
、
公
園
、
港
湾
、
市
営
住

宅
等
の
維
持
や
建
設
な
ど
に
使
わ

れ
る
費
用
で
す
。

⑦
消
防
費　

６
億
６
６
０
１
万
７
千
円

　

消
防
、
水
防
、
災
害
対
策
、
救

急
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で

す
。

⑧
諸
支
出
金 

４
億
８
０
８
５
万
円

　

他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な
い

貸
付
金
な
ど
で
す
。
（
競
馬
組
合

分
担
金
な
ど
）

⑨
商
工
費　

３
億
５
９
５
３
万
２
千
円

　

商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業
等

に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

⑩
議
会
費　

２
億
３
０
３
４
万
４
千
円

　

市
議
会
議
員
の
報
酬
や
市
議
会

の
運
営
活
動
に
使
わ
れ
る
費
用
で

す
。

⑪
農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
　

２
億
２
９
６
３
万
３
千
円

　

農
林
水
産
業
の
振
興
や
農
道
、

漁
港
等
の
維
持
整
備
に
使
わ
れ
る

費
用
で
す
。

⑫
そ
の
他　

４
億
６
１
８
８
万
２
千
円

　

災
害
復
旧
費
、
労
働
費
、
前
年

度
繰
上
充
用
金
で
す
。

　　  歳出
　　 189 億

6862 万 8 千円

①民生費
60 億 7560 万円　
　　　　（3�.0％）

②衛生費
�9 億 5�9� 万３千円
　　　　（�5.6％）

③総務費
�3 億 4556 万 4 千円　
　　　　　　　（��.4％）

④公債費　
�8 億 4�4� 万 9 千円　
　　　　　　　　（9.7％）

⑤教育費
�8 億 3974 万 3 千円　
　　　　　　　　（9.7％）

⑥土木費　
�4 億 85�� 万１千円
　　　　　　　　（7.8％）

⑦消防費　
6 億 660� 万 7 千円
　　　　　　　（3.5％）

⑧諸支出金 
4 億 8085 万円
　　　　　（�.5％）

⑨商工費　
3 億 5953 万 � 千円
　　　　（�.9％）

⑩議会費
�億 3034万 4千円（�.�％）

⑪農林水産業費
�億 �963 万 3千円 （�.�％）

⑫災害復旧費　8755 万 �千円 （0.5％）

⑫前年度繰上充用金　
　　3 億 66�5 万 6 千円　
　　　　　　　　　（�.9％）

●市債残高と積立基金現在高の推移
●
市
債　

市
債
と
は
、
市
が
事
業

を
行
う
た
め
に
資
金
を
調
達
す
る

一
つ
の
手
段
で
、
市
の
借
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

学
校
・
公
園
・
道
路
整
備
な
ど

建
設
事
業
の
資
金
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
建
設
時
に
集
中
す

る
負
担
を
、
施
設
を
利
用
す
る
後

の
世
代
に
も
負
担
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を

確
保
す
る
た
め
で
す
。

●
基
金　

基
金
と
は
、
市
が
将
来

に
備
え
た
り
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
積
立
ま
た
は
運
用
す
る
資
金

の
こ
と
で
、
市
の
積
立
預
金
と
も

言
え
ま
す
。

市
債
と
基
金

財政事情の公表 

⑫労働費　807万 5千円（0.0％）

歳
出
の
決
算
状
況

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
毎
年
民
生
費
が
占
め
る
割
合
が
突

出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
種
医
療
費
や
老
人
保
健
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
起
因
し

ま
す
。
ま
た
、
�8
年
度
に
お
い
て
は
、
水
道
一
元
化
に
伴

う
水
道
水
源
施
設
出
資
金
の
た
め
衛
生
費
の
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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●
実
質
公
債
費
比
率　

平
成
18
年

度
か
ら
地
方
債
制
度
が
協
議
制
に

移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
導
入
さ
れ

た
新
し
い
指
標
で
、
公
債
費
に
よ

る
財
政
負
担
の
程
度
を
客
観
的
に

示
し
ま
す
。
こ
の
数
値
が
18
％
を

超
え
る
と
地
方
債
の
発
行
に
許
可

が
必
要
に
な
り
、
25
％
を
超
え
る

と
起
債
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
県

下
市
平
均
、
全
国
類
似
団
体
と

比
較
し
て
も
過
大
な
も
の
と
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
本
市
の
経

常
収
支
比
率
の
高
さ
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
れ
以
上

返
済
額
を
増
加

さ
せ
る
よ
う
な

起
債(

借
金
す

る
こ
と)

に
は
慎

重
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
経
常
収
支
比
率　

財
政
構
造
の

余
裕
を
示
す
も
の
で
す
。
支
出
の

う
ち
人
件
費
や
扶
助
費(

福
祉
費

)

、
公
債
費(

借
金
の
返
済
費)

な

ど
、
毎
年
必
ず
支
払
う
経
費
を｢

経
常
的
経
費｣

と
言
い
ま
す
。
ま

た
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
毎
年

常
に
入
っ
て
く
る
財
源
を｢

経
常

一
般
財
源｣

と
言
い
ま
す
。
使
い

道
が
自
由
な
経
常
一
般
財
源
か
ら

経
常
的
経
費
に
当
て
ら
れ
た
割
合

が
経
常
収
支
比
率
で
す
。
こ
の
比

率
が
低
い
ほ
う
が
自
由
に
使
え
る

資
金
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
経
常
収

支
比
率
は
全
国

類
似
団
体
と
比

較
し
高
く
な
っ
て

お
り
、
臨
時
的
、

政
策
的
な
費
用

を
支
出
す
る
こ
と

が
困
難
な
財
政

構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
、
財

政
構
造
が
硬
直

化
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

くらしの情報

●経常収支比率

16 年度 17 年度 18 年度

荒尾市 95.6  94.� 93.4

熊本県下市平均 93.8  94.5 94.6

全国類似団体 93.0  9�.9 未算出

●実質公債費比率

16 年度 17 年度 18 年度

荒尾市 － �3.6  ��.6 

熊本県下市平均 － �5.3  �5.8 

全国類似団体 － �5.3  未算出

●財政力指数

16 年度 17 年度 18 年度

荒尾市 0.44  0.45  0.47 

熊本県下市平均 0.4�  0.4�  0.44 

全国類似団体 0.57  0.59  未算出

指
標
で
見
る
財
政
状
況

※各指標の �8 年度分において、 全国類似団体の数値は

まだ算出されていません。 ( 熊本県内は速報値）

※全国類似団体とは、 人口や産業構造をもとに同じような

規模の市町村を類型別に区分けしたものです。

●
財
政
力
指
数　

地
方
公
共
団
体

の
財
政
力
を
示
す
指
数
で
、
1.00
に

近
く
、
あ
る
い
は
1.00
を
超
え
る
ほ

ど
、
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

本
市
の
財
政
力
指
数
は
全
国
平

均
に
比
べ
低
く
、
自
主
財
源
に
乏

し
い
こ
と
か
ら
地
方
交
付
税
等
に

依
存
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
本
市
の
財
政
構
造
は
、

国
の
地
方
財
政
施
策
に
大
き
く
影

響
を
受
け
る
体
質
と
言
え
ま
す
。

単位 ：千円

会計名 （A) 歳入決算額 （B) 歳出決算額
（C) 歳入歳出

差引額 (A-B)

（D) 翌年度へ繰越

すべき財源

（E) 実質収支

(C-D)

国民健康保険特別会計 6,896,067  6,69�,5�3  �03,544 0  �03,544 

公共下水道事業特別会計 �,056,577  3,3�7,�4�  △ �,�70,564 9,000  △ �,�79,564

老人保健特別会計 7,75�,499  7,80�,406  △ 49,907 0  △ 49,907

工業団地造成事業特別会計 76  0  76 0  76

介護保険特別会計 4,879,997  4,58�,979  �97,0�8 �,0�6  �95,99�

平
成
18
年
度
の

             

特
別
会
計
の
決
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

平
成
18
年
度
に
お
い
て
は
、
単

年
度
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
国
民

健
康
保
険
は
、
昭
和
63
年
度
以
来
、

高
医
療
費
市
町
村
の
指
定
を
受
け

て
お
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
毎
年

医
療
費
の
安
定
化
計
画
を
作
成

し
、
医
療
費
の
適
正
化
、
低
減
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
保
健

事
業
、
医
療
費
適
正
化
対
策
事

業
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

公
共
下
水
道
の
整
備
は
多
額
の

費
用
を
要
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を

地
方
債
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
た
め

そ
の
元
利
償
還
費
が
支
出
の
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
形

式
収
支
は
12
億
７
０
５
６
万
４
千

円
の
赤
字
決
算
で
す
が
、
単
年
度

収
支
で
は
1
億
７
２
９
４
万
７
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

累
積
赤
字
を
平
成
27
年
度
ま
で

に
解
消
し
よ
う
と
、
経
営
健
全
化

計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
遂
行
し
て
い

ま
す
。
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●
老
人
保
健
特
別
会
計　

　

荒
尾
市
の
一
人
当
た
り
の
老
人

医
療
費
は
96
万
４
２
１
６
円
と
な
っ

て
い
て
、
熊
本
県
内
で
５
位
と
高

い
位
置
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ

る
と
1.6
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
普

段
か
ら
医
療
や
医
療
保
険
に
関
心

を
持
っ
て
健
康
を
保
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
医
療
費
の
低
減
に
つ
な
が

る
よ
う
な
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

●
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

平
成
18
年
度
は
、
水
野
北
工
業

団
地
の
残
区
画
に
お
い
て
土
地
賃
貸

料
に
よ
る
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
用
地
の
販
売
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
19
年
度
末
で
の
特
別

会
計
の
廃
止
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
介
護
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

等
の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
を
図
る
制
度
全
般
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
単
年
度
は
黒
字

決
算
に
な
り
ま
し
た
が
、
要
介
護

認
定
者
は
依
然
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
保
険
給
付
適
正
化
の
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
準
用
財
政
再
建
団
体

へ
の
転
落
を
回
避
す
べ
く
、
16
年
度

か
ら
18
年
度
を

「
財
政
健
全
化
緊

急
３
か
年
計
画
」
と
し
て
財
政
健

全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

18
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
単

年
度
収
支
で
は
約
４
億
円
の
黒

字
と
な
り
、
17
年
度
末
の
約

３
億
７
千
万
円
の
累
積
赤
字
を
解

消
し
、
約
３
千
万
円
の
黒
字
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

前
記
計
画
で
は
、
18
年
度
で
の
収

支
均
衡
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
に
よ
り
目
標
を
超
え
る
成
果

を
あ
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
６
月
に
地
方
財

政
健
全
化
法
が
制
定
さ
れ
、
一
般

会
計
だ
け
で
は
な
く
、
特
別
会
計

や
企
業
会
計
等
を
含
め
た
連
結
実

質
収
支
比
率
な
ど
の
４
つ
の
指
標

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
市
の
場
合
、
一
般
会
計
の

赤
字
は
解
消
し
ま
し
た
が
、
市
民

病
院
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
に

お
い
て
赤
字
を
抱
え
て
お
り
、
法

が
適
用
さ
れ
る
20
年
度
決
算
で

荒
尾
市
財
政
の
現
況
と
こ
れ
か
ら
…

は
、
連
結
で
20
億
円
を
超
え
る
赤

字
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
民
病
院
で
は
経
営
改

善
に
向
け
た
改
革
を
進
め
て
お

り
、
市
役
所
で
も
更
な
る
歳
出
の

削
減
、
新
た
な
歳
入
の
確
保
等
の

検
討
を
進
め
て
お
り
、
10
月
か
ら

は
特
別
職
、
職
員
給
与
の
カ
ッ
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
の
対
象
団
体
と
な

る
基
準
は
今
後
提
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
対
象
団
体
に
な

る
と
、
市
民
の
皆
様
に
も
大
き
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

［
問
］
財
政
課
☎
63
・
１
２
８
９

ご
存
じ
で
す
か

「税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
（日
）
か
ら
17
日
（土
）

ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で

す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か

で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ

う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。

　

「税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い

る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

（必
要

性
）
お
よ
び
役
割

（
使
途
）
や
税

務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆

様
に
、
よ
り
能
動
的
に
税
の
仕
組

み
や
目
的
を

「
考
え
」
て
、
国
の

基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
昨
年
に
引
続
き

「少
子
・

高
齢
社
会
と
税
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
各
種
の
広
報
・
広
聴
活
動
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

［
問
］
玉
名
税
務
署
総
務
課

☎
72
・
２
１
２
５

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計

額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対

す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の

が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
手
続
を

「年
末
調
整
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税

を
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親

族
や
保
険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し

く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
分
か
ら
、
定

率
減
税
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会
日
時　

11
月
７
日

（
水
）

午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

［
問
］
玉
名
税
務
署　

法
人
課
税

部
門
☎
72
・
２
１
２
８

くらしの情報・財政事情の公表 
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次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
社
会

に
お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を

培
い
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

　

本
市
で
も
11
月
を

「
青
少
年
健

全
育
成
の
月
」
（
市
強
化
月
間
目

標
）
と
定
め
、
青
少
年
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
指
導
、
相
談
、

啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
も
、
将
来
を
担

う
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

今
、
地
域
や
家
庭
で
何
が
必
要
か
、

何
を
す
べ
き
か
を
こ
の
機
会
に
改

め
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
青
少
年

の
育
成
を

　

地
域
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
励

ま
し
、
と
き
に
は
注
意
し
た
り
す

る
こ
と
、
有
害
な
情
報
や
環
境

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
な

ど
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
様
々
な

地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
大
き
な
力
と

11
月
は

「全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
化
月
間
」
で
す

な
り
ま
す
。

◆
家
庭
の
あ
り
方
を
振
り
返
ろ
う

　

親
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
人

格
形
成
に
つ
い
て
、
自
ら
に
責
任

が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
基
本
的
な
生
活
態
度
や
社

会
規
範
な
ど
、
子
ど
も
に
伝
達
し

て
い
く
責
務
を
、
子
ど
も
本
人
に

対
し
て
で
な
く
、
社
会
に
対
し
て

も
負
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識
し

ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
の
し
つ
け
、
ふ
れ
あ
い
と

信
頼
関
係
の
大
切
さ
な
ど
、
家
庭

の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

◆
青
少
年
の
育
成
は
、
大
人
一
人

ひ
と
り
の
責
務
で
す

　

大
人
自
身
が
、
社
会
の
基
本
的

な
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
身
を
も
っ
て

教
え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参
加
活

動
を
支
え
よ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
支
え
る
青

少
年
の
育
成
の
た
め
に
は
、
様
々

な
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
、
よ

り
多
く
の
青
少
年
が
自
律
性
や
社

会
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
大
人
た
ち
が
青
少

年
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

な
ど
の
社
会
参
加
に
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

11
月
の
少
年
相
談

　

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

少
年
相
談
全
般
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
早
め
の
相
談
が
青
少
年

を
救
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
日
時　

11
月
18
日

（日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

市
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
電

話
や
手
紙
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
市
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
64
・
２
６
５
５

　

荒
尾
市
で
は
、
次
の
職
種
の
非

常
勤
職
員
の
希
望
者
に
つ
い
て
登

録
者
名
簿
を
作
り
、
職
務
の
発
生

に
応
じ
て
登
録
者
の
中
か
ら
面
接

を
行
な
っ
た
う
え
、
採
用
し
ま
す
。

●
募
集
職
種　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
保
健
師
・
看

護
師

●
業
務
内
容　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
登
録
資
格　

▽

「ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
「保
健
師
」

ま
た
は

「
看
護
師
」
の
い
ず
れ
か

の
免
許
・
資
格
を
有
し
て
い
る
こ

と▽
自
家
用
車
で
業
務
可
能
な
方

●
就
業
時
間

①
午
前
９
時
～
午
後
４
時

②
午
前
10
時
～
午
後
５
時

①
、
②
い
ず
れ
も
休
憩
時
間
60
分

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
週
30
時
間

で
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
時
給

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
者
…
１
１
０
０
円

▽
上
記
以
外
…
１
０
０
０
円

※
旅
費
に
つ
い
て
は
別
途
支
給
。

●
受
付
期
間

随
時

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

●
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真

（
運
転

免
許
証
規
格
と
同
等
の
も
の
）
を

貼
り
付
け
、
余
白
等
に

「
荒
尾
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
希

望
」
と
記
入
し
、
資
格
証
等
の
写

し
を
添
付
の
う
え
、
左
記
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い

（郵
送
可
）。

※
提
出
書
類
の
返
却
は
致
し
ま
せ

ん
。

※
登
録
を
さ
れ
て
も
、
任
用
を
保

証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
〒
864
・
０
０
３
２

荒
尾
市
増
永
632
番
地

荒
尾
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
７
７

荒
尾
市
非
常
勤
職
員
登
録
者

（地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）
募
集
中
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シ

リ

ズ

ー

「荒
尾
市
民
病
院
」
は
今
！

　

皆
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
荒
尾
市
民
病

院
の
現
状
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

荒
尾
市
民
病
院
は
、
県
下
自
治
体
病
院
で
は
最
初
の

「
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
認
定
病
院
」
で
す
。
こ
の
機
構
は
、
学
術
的
・
中
立
的
な
立
場
か
ら

保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
専
門
性
を
持
っ
た
識
者

（
第
三
者
）
が
評
価
を
行

い
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。
荒
尾
市
民
病
院
は
、
こ
の
機
構
が
定
め
た
認
定
基
準
を

達
成
し
て
い
る
病
院
で
す
。

５

　

腎
臓
内
科
は
血
液

（
人
工
）
透

析
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
腎

臓
と
は
腰
上
部
の
両
側
に
あ
る
そ

ら
豆
の
よ
う
な
形
を
し
た
握
り
拳

く
ら
い
の
大
き
さ
の
左
右
一
対
の

臓
器
で
、
基
本
的
な
役
割
は
血
液

中
の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
尿

に
し
て
体
の
外
に
出
す
こ
と
で
す
。

こ
の
腎
臓
機
能
が
低
下
す
る
と
健

診
の
尿
検
査
な
ど
で
蛋
白
尿
、
あ

る
い
は
血
尿
を
指
摘
さ
れ
そ
れ
が

持
続
す
る
「慢
性
腎
炎
」や
、血
尿
・

蛋
白
尿
を
伴
い
数
カ
月
の
内
に
急

激
に
腎
臓
機
能
が
悪
く
な
る

「
急

速
進
行
性
腎
炎
」
と
な
り
、
放
っ

腎
臓
内
科
・
腎
セ
ン
タ
ー

て
お
く
と
あ
っ
と
い
う
間
に

「腎
不

全
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
腎

不
全
に
な
る
と
、
呼
吸
困
難
、
む

く
み
、
息
切
れ
、
倦
怠
感
、
食
欲

低
下
、
傾
眠
、
不
眠
な
ど
の
尿
毒

症
症
状
が
出
た
り
、
高
カ
リ
ウ
ム

血
症
な
ど
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

速
や
か
に

「
透
析
治
療
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
透
析
に
は
、
血
液

透
析
と
腹
膜
透
析
の
２
つ
が
あ
り
、

血
液
透
析
は
透
析
施
設
に
週
２
～

３
回
通
い
治
療
を
受
け
る
方
法
で
、

荒
尾
市
民
病
院
は
日
本
透
析
医

学
会
認
定
施
設
で
あ
り
、
21
名
同

時
に
血
液
透
析
が
可
能
で
す
。
腹

膜
透
析
は
毒
素
を
抜
い
て
く
れ
る

透
析
液
を
お
腹
に
出
し
入
れ
し
て

自
分
で
透
析
を
行
う
方
法
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す

の
で
、
患
者
さ
ん
と
よ
く
相
談
し

て
選
択
し
て
い
ま
す
。
腎
臓
内
科

は

「
健
診
の
尿
検
査
で
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
」
「
透
析
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
時
の
担
当
科
で
す
。

●
腎
臓
内
科
の
医
師

◆
井
上 

秀
樹
医
師

腎
臓
内
科
医
長 

専
門
領
域
…
腎
臓
内
科
、
血
液

透
析

平
成
９
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学

部
卒
業      

所
属
学
会
…
日
本
腎
臓
学
会
、

日
本
透
析
学
会

◆
早
田　

学
医
師

腎
臓
内
科
医
師      

専
門
領
域
…
腎
臓
内
科

平
成
16
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学

部
卒
業  

所
属
学
会
…
日
本
腎
臓
学
会
、
日

本
透
析
学
会
、
日
本
内
科
学
会

外
来
診
療
日
…
午
前
８
時
30
分
か

ら
新
患
は
午
前
11
時
ま
で
、
再
来

は
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

火
曜
…
早
田　

学
医
師

金
曜
…
井
上　

秀
樹
医
師

月
・
水
・
木
曜
…
休
診

 

泌
尿
器
科

　

泌
尿
器
科
は
尿
路

（腎
・
尿
管
・

膀
胱
・
尿
道
）
や
前
立
腺
な
ど
に

対
す
る
疾
患
の
診
断
、
治
療
を
行

う
と
こ
ろ
で
す
。
主
な
疾
患
は
、

尿
道
を
圧
迫
し
、
排
尿
障
害
を
起

こ
す

「
前
立
腺
肥
大
」、
悪
性
腫

瘍
の

「
膀
胱
が
ん
」
や

「
前
立
腺

が
ん
」、
尿
の
通
り
道
に
石
が
出
来

る

「
尿
路
結
石
症
」、
細
菌
が
尿

路
の
中
に
入
る

「
尿
路
感
染
症
」

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
前
立
腺
肥

大
の
一
般
的
な
治
療
は
、
内
服
薬

や
内
視
鏡
を
使
用
し
た
手
術
で
す

が
、
荒
尾
市
民
病
院
で
は
、
そ
の

中
間
に
位
置
す
る
治
療
と
し
て
、

金
属
製
の
ス
テ
ン
ト

（
筒
）
を
圧

迫
さ
れ
て
い
る
尿
道
に
留
置
し
、

こ
の
ス
テ
ン
ト
の
中
を
尿
が
流
れ
て

出
る
よ
う
に
す
る

「
尿
道
ス
テ
ン

ト
留
置
」
も
多
く
手
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
膀
胱
が
ん
治
療
と
し

て
、
早
期
の
も
の
は
内
視
鏡
手
術

で
治
療
可
能
で
す
が
、
進
行
し
た

も
の
は
、
放
射
線
科
と
連
携
し
て

薬
剤
の
動
脈
内
注
入
療
法
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
多
く
の

患
者
さ
ん
が
膀
胱
を
摘
出
す
る
こ

と
な
く
温
存
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科
は
「血

尿
が
出
た
」
「ト
イ
レ
が
近
い
」
「排

尿
す
る
と
き
痛
み
が
あ
る
」
「
残

尿
感
が
あ
る
」
「
健
診
の
尿
検
査

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
」
時
の
担

当
科
で
す
。

●
泌
尿
器
科
の
医
師

◆
浅
山　

縁
医
師 

泌
尿
器
科
部
長

（医
局
長
）   

専
門
領
域
…
泌
尿
器
科
全
般
、

経
尿
道
的
泌
尿
器
科
手
術

昭
和
60
年
３
月  

熊
本
大
学
医
学

部
卒
業     

所
属
学
会
…
日
本
泌
尿
器
科
学

会

（
専
門
医

・
指
導
医
）

◆
榊
田 

裕
士
医
師

泌
尿
器
科
医
師      

専
門
領
域
…
泌
尿
器
科
一
般

平
成
14
年
３
月  

熊
本
大
学
医
学

部
卒
業      

所
属
学
会
…
日
本
泌
尿
器
科
学

会　外
来
診
療
日
…
午
前
８
時
30
分
か

ら
新
患
は
午
前
11
時
ま
で
、
再
来

は
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

月
・
火
・
木
・
金
曜
…
浅
山　

縁

医
師
、
榊
田　

裕
士
医
師

水
曜
…
休
診 

［
問
］
荒
尾
市
民
病
院
総
務
課

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
511
）

くらしの情報 
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くらしの情報

　

「
大
腸
が
ん
検
診
」
と
は
、
大
腸

の
病
気
を
み
つ
け
る
た
め
に
便
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
潜
血
反
応

を
み
る
も
の
で
す
。

　

申
し
込
み
を
す
で
に
さ
れ
た
方

に
は
、
受
診
票
と
検
査
容
器
を

送
り
ま
す
の
で
、
11
月
中
に
健
診

機
関
へ
直
接
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
検
査
容
器
を
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
検
便
の
受

け
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
方

（
年
齢
基
準
日
…

平
成
20
年
３
月
31
日
）

●
自
己
負
担
金

500
円

（
郵
便
振
替
の
領
収
書
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
）

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

 

国
民
年
金
基
金
は
、
公
的
年
金

制
度
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満

で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
方

（
第
１
号
被
保
険
者
）
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
（農

業
者
年
金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。）

　

希
望
す
る
時
か
ら
い
つ
で
も
加
入

で
き
、
掛
金
は
、
性
別
、
加
入
す

る
時
の
年
齢
、
加
入
す
る
型
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。
加
入
年
齢
が
低

い
ほ
ど
、
少
な
い
掛
金
で
大
き
な

年
金
が
約
束
さ
れ
ま
す
。

　

掛
金
の
支
払
い
は
60
歳
ま
で
、
年

金
の
受
け
取
り
は
65
歳
か
ら
。
（Ⅲ

型
は
60
歳
か
ら
）

　

掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

さ
れ
所
得
税
、
住
民
税
な
ど
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

［
申
・
問
］
熊
本
県
国
民
年
金
基

金
☎
096
・
387
・
２
２
２
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル

０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://

w
w

w
.k

u
m

am
otok

ik
in

.or.jp

※
自
己
負
担
金
は
、
通
常
の
検
査

料
金
の
３
割
程
度
で
、
差
額
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

※
な
お
、
次
の
方
は
無
料
に
な
り

ま
す
。

①
生
活
保
護
世
帯
の
方
…
保
護
証

明
書

（福
祉
課
で
発
行
）

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
…
非

課
税
確
認
書

（
保
健
セ
ン
タ
ー
で

発
行
、
世
帯
人
数
分
の
印
鑑
が
必

要
）

③
老
人
医
療･

高
齢
受
給
資
格
の

方
…
昭
和
12
年
10
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

※
①
②
の
方
は
、
証
明
書
ま
た
は

確
認
書
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
③
の
方
は
生
年
月
日
で
確
認
し

ま
す
。

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
必

ず
検
便
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
検

査
容
器
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
早
急
に

お
返
し
く
だ
さ
い
。(

料
金
が
発
生

し
ま
す)

［
申
・
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除

（
非
課
税
）
の

対
象
で
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す

る
場
合
は

「
社
会
保
険
料

（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の

添
付
等
が
必
要
で
す
。
「
社
会
保

険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
は
、
11
月
上
旬
に
社

会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
社
会
保
険
庁　

控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
00
・
９
９
１
１

（
11
月
１
日

（
木
）
～
平
成
20
年

３
月
14
日

（
金
）
／
平
日　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

荒
尾
市
は
私
た
ち
が

　
　
　
　
　
　

訪
問
し
て
い
ま
す

　

私
た
ち
は
、
熊
本
社
会
保
険
事

務
局
よ
り
委
嘱
を
受
け
て
、
被
保

険
者
等
の
お
宅
を
訪
問
し
、
国
民

年
金
保
険
料
の
収
納
や
年
金
相
談

等
を
お
受
け
す
る
国
民
年
金
推
進

員
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

↑山本マチ子推進員↑中山美栄子推進員

[

問]
熊
本
社
会
保
険
事
務
局

玉
名
事
務
所
☎
74
・
１
６
１
１

平
成
19
年
の
社
会
保
険
料

　
　

（国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
お
よ
び

　
　
　

平
成
18
年
の
年
金
加
入
状
況
の
お
知
ら
せ
の
発
行

大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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                     平成 20 年４月から

「後期高齢者医療制度」 がはじまります

老
齢
者
の
所
得
税
、
地
方
税
上

の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

老
齢
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法

施
行
令
、
地
方
税
法
施
行
令
の
規

定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
等
の
ほ
か
、

身
体
障
が
い
者
に
準
ず
る
者
等
と

し
て
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者
が
障
害
者
控
除
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

荒
尾
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
の
う

ち
、
ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
方
で

一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
方

に
「障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
等

と
同
様
に
所
得
税
、
地
方
税
上
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
認
定
書
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
税
の
申
告
を
さ
れ

る
ご
本
人
の
印
鑑
と
対
象
者
の
方

の
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
福
祉
課

☎
63
・
１
４
０
６

くらしの情報 

　75 歳
以上の方へ

ホームページに詳しく掲載していますので御覧ください。

熊本県後期高齢者広域連合ホームページ　http://www.kumamoto-kouikirengo.jp

制度に関するご意見等は電話またはメールでお寄せください。 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　koukikoureisya@kumamoto-kouiki.jp

［問］健康生活課☎ 63-�4�0 または熊本県後期高齢者医療広域連合☎ 096-386-65��

　平成 �0 年４月から新しい「後期高齢者医療制度」が始まります。 これまで「老人保健制度」

で医療を受けていた人は、 新たに独立した 「後期高齢者医療制度」 で医療を受けることにな

ります。

被保険者
　熊本県内に住所を有する、 75 歳以上の全

ての人 （65 ～ 74 歳で一定の障がいがある

人） が、 後期高齢者医療制度の被保険者と

なります。 現在加入している国民健康保険の

被保険者、 健保組合 ・ 共済組合等の被用

者保険の被保険者および被扶養者の資格は

平成 �0 年３月末になくなり、 平成 �0 年４月

から後期高齢者医療制度に加入することにな

ります。

保険証
　新しい保険証 （カード型） が一人に１枚ず

つ交付されます。 今までは医療機関の窓口

で保険証と医療受給者証の２枚を提示してい

ましたが、 平成 �0 年４月からは、 後期高齢

者医療制度の保険証を１枚提示することにな

ります。

保険料
　保険料率は原則として県内均一となります。

保険料は原則として介護保険と同様に年金か

ら差し引かれます。

医療の給付
　これまでの老人保健制度と同様の給付が受

けられます。 医療を受けた時は、 医療機関

の窓口で医療費の１割 （現役並み所得者は

３割） を支払っていただきます。
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●
保
育
所

（園
）
の
目
的

　

す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の
家

庭
で
終
日
、
保
護
者
の
温
か
い

愛
情
の
下
で
育
て
ら
れ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
し
か
し
、
保

護
者
が
労
働
に
従
事
し
て
い
る

と
か
、
病
気
療
養
中
で
あ
る

な
ど
、
家
庭
で
十
分
に
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

保
育
所
は
、
こ
の
よ
う
な
保

育
に
欠
け
る
乳
児
・
幼
児
を

保
護
者
に
代
わ
っ
て
一
般
家
庭

と
同
様
に
保
育
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間　

11
月
15
日

（
木
）

～
12
月
14
日

（金
）

※
期
限
後
の
申
し
込
み
は
欠
員
補

充
分
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す

●
入
所
基
準　

次
の
①
～
⑦
の
事

情
で
、
乳
児
や
幼
児
を
保
育
す
る

平
成
20
年
度　

　
　
　

保
育
所
入
所

（
園
）
申
込
の
受
付

　

平
成
�0
年
度
の
途
中
入
所
希
望
者
を
含
む
入
所

（
園
）
申
し
込
み

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
福
祉
課
も
し
く
は
市
内
各
保
育
所

に
準
備
し
て
い
る

「入
所
申
込
書
」
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
で
き
な
い
場
合

（
祖
父
母

な
ど
、
父
母
以
外
の
世
帯
員
も
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
）

①
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る

②
居
宅
内
で
乳
幼
児
と
離
れ
て
日

常
生
活
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す

る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

③
出
産
の
前
後
２
カ
月
間

④
病
気
を
し
て
い
る
、
負
傷
し
て
い

る
、
精
神
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
病
気
の
状
態
に

あ
る
、
あ
る
い
は
精
神
や
身
体
に

障
が
い
が
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
し
て
い
る

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
ほ

か
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

⑦
市
長
が
認
め
る
①
～
⑥
に
類
す

る
状
態
に
あ
る

●
申
込
方
法

▽
保
育
所
を
見
学
す
る
な
ど
し

て
、
第
一
希
望
の
保
育
所
を
決
め

て
く
だ
さ
い
。

▽
福
祉
課
も
し
く
は
保
育
所
で

「
入
所
申
込
書
」
お
よ
び

「
家
庭

状
況
申
告
書
」
を
も
ら
い
、
記
入

後
、
必
要
書
類
を
添
え
て
第
一
希

望
の
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
所
希
望

の
場
合
は
、
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の　

平
成
19
年
分
の

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
の
控

え
な
ど
、
後
日
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
平
成
19
年
１
月

２
日
以
降
、
本
市
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
前
住
所
地
の
平
成
19
年
度

（
18
年
分
）
市
町
村
民
税
の
課
税

証
明
書
が
必
要
で
す
。

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
１
７

保育所 （園） 名 所在地 ・☎ 定員

（名）

開所時間

※延長保育を含む

（日 ・ 祝日を除く）

受入れる

乳児の

時期

万田保育園 （公立）
倉懸中

☎ 6�-0597
90

午前７時～午後７時

産後休暇

明け

清里保育園 （公立）
牛水中

☎ 68-4��3
60

なかよし保育園 （私立）
日の出町

☎ 6�-0749
�70

シオン園保育所 （私立）
中央北

☎ 6�-0853
��0

午前７時 30 分

　 ～午後７時 30 分

桜山保育園 （私立）
桜山町

☎ 68-0055
�70

午前７時～午後７時

野原保育園 （私立）
今寺

☎ 68-�6�3
�40

本井手みのり保育園 （私立）
田倉

☎ 66-0694
��0

中央保育園 （公設民営）
一紡

☎ 64-�086
90

カンガルー保育園（私立）
緑ヶ丘

☎ 65-8655
��0

●市内の保育所と定員 （平成 19 年 10 月１日現在）

【ぐ
り
と
ぐ
ら
お
話
の
会
】

●
日
時　

11
月
10
日

（土
）

午
後
２
時
～　
　

●
場
所　

図
書
館
内
児
童
室

【乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会
】

●
日
時　

11
月
16
日

（金
）

午
前
11
時
～　
　

●
場
所　

み
ど
り
蒼
生
館

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お

は
な
し
会
】

●
日
時　

11
月
17
日

（土
）

午
後
２
時
～

●
場
所　

図
書
館
内
児
童
室

【
図
書
館
職
員
に
よ
る
お
は
な
し

会
】

●
日
時　

11
月
24
日

（土
）

午
後
２
時
～

●
場
所　

図
書
館
内
児
童
室

※
ど
の
お
は
な
し
会
も
参
加
無
料

11
月
の
休
館
日

３
日

（
土
・
祝
）、
４
日

（
第
一

日
曜
）、
７
日

（水
）、
14
日

（水
）、

21
日

（
水
）、
23
日

（
金
・
祝
）、

28
日

（水
）

［
問
］
市
立
図
書
館　

☎
63
・
２
３
７
９　

お
は
な
し
会
へ
ど
う
ぞ
！
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糖
尿
病
教
室  

瑞
鳳
会

●
11
月
の
テ
ー
マ

◇
糖
尿
病
週
間　

特
別
講
演

『糖
尿
病
に
つ
い
て
』

公
立
玉
名
中
央
病
院　

代
謝
内
科

松
田　

浩
史　

先
生

●
日
時　

11
月
９
日

（金
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

市
民
病
院  

健
康
管
理

セ
ン
タ
ー 

（
南
病
棟
２
階
人
間
ド

ッ
ク
室
）

●
参
加
費　

無
料 

（事
前
申
込
不
要
）

［
問
］
市
民
病
院
代
謝
・
内
分
泌

内
科
外
来
☎
63
・
１
１
１
５

くらしの情報

９月末現在　荒尾市の人口（前月比）

　　　世帯数…２３，０２４ （＋２０）

　　　人　 口…５６，７１７ （△２２）

　　　　　　男…２６，６１９ （△１１）

　　　　　　女…３０，０９８ （△１１）

　

二
小
校
区
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
地
域
元
気
づ
く
り
事
業
」
の
一

環
と
し
て

「
第
四
回
あ
ら
お
凧
あ

げ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
広

い
競
馬
場
で
手
作
り
の
凧
を
あ
げ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
手
作

り
の
楽
し
み
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
親
睦
・

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日

（日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

荒
尾
競
馬
場

※
入
場
無
料

【
凧
揚
げ
】
時
間
…
午
後
１
時
30

分
～
３
時

（受
付
…
午
前
９
時
～
）

／
場
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
／
対
象
…

手
作
り
の
凧
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
開
会
式
】
時
間
…
午
前
11
時
45

分
～
午
後
１
時
15
分
／
屋
外
ス
タ

ン
ド
で
／
※
幼
稚
園
児
に
よ
る
鼓

笛
隊
や
お
遊
戯
、
さ
の
よ
い
踊
り
、

荒
尾
太
鼓
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】
時
間
…
午

前
10
時
～
午
後
３
時
／
屋
外
ス
タ

ン
ド
で

※
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
！

出
店
料
…
１
０
０
０
円
／
募
集
区
画

…
50
区
画　

（
一
区
画
＝
３
ｍ
×
４

ｍ
）
／
申
込
方
法
…
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

［
申
・
問
］
浦
田
征
一

〒
864
・
０
０
５
２

荒
尾
市
四
ツ
山
町
３
‐
２
‐
21

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
62
・
１
３
４
９

【凧
作
り
教
室
】

凧
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
11
月
10
日

（
土
）
①
午
前
10

時
～
②
午
後
１
時
～
／
二
中
多
目

的
ル
ー
ム
で

▼
11
月
11
日

（
日
）
①
午
前
10

時
～
②
午
後
１
時
～
／
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

▼
11
月
18
日

（
日
）
午
前
９
時
30

分
～
10
時
30
分

（
受
付
９
時
～
）

／
競
馬
場
４
Ｆ
で

※
材
料
費
…
300
円

（
１
人
１
個
）　

※
講
師
…
熊
本
凧
の
会
、
有
明
凧

の
会
の
メ
ン
バ
ー

※
雨
天
時
は
凧
あ
げ
の
み
、
12
月

２
日

（日
）
競
馬
場
で
行
い
ま
す
。

［
問
］
二
小
元
気
会
地
域
活
性
化

部
会　

本
堀
☎
62
・
５
１
６
４
ま
た

は
上
村
☎
64
・
０
５
５
５

第
四
回　

あ
ら
お
凧
あ
げ
大
会

来
年
の
成
人
式
は

　
　
　
　

日
曜
日
で
す
！

 

新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
余
裕
を
持

っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
来

年
か
ら
成
人
式
の
日
程
を
成
人
の

日
の
前
日
の
日
曜
日(

１
月
13
日
、

午
後
２
時
～)

に
変
更
し
て
い
ま

す
。

　

式
の
内
容
は
、
現
在
各
小
学
校

代
表
の
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
企

画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
も

中
学
校
時
代
の
恩
師
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
放
映
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

懐
か
し
い
旧
友
た
ち
と
荒
尾
市

で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

［
問
］
社
会
教
育
課

☎
63
・
１
６
８
１

20

◆このコーナーでは、 福岡

県の近隣４市 （大牟田市・

大川市 ・ 柳川市 ・ みやま

市） とイベント開催等の情

報交換を行い、 市民の皆

さんの暮らしがより豊かに

なるようお知らせします。

みやま市秋の三大祭 みやま市

みやま市文化祭　▼期日　11 月３日 ( 土 ・ 祝 ) ･４日 ( 日 )　▼ところ　まいピア高田　

［問］　市生涯学習課☎ 0944-64-2165　

いきいき健康･福祉まつり　▼期日　11 月 11 日 ( 日 )　▼ところ　山川市民センター他

［問］　市福祉事務所☎ 0944-64-1518　

まるごとみやま産業祭　▼期日　11 月 17 日 ( 土 ) ･ 18 日 ( 日 )　▼ところ　瀬高公民

館周辺　［問］　市商工観光課☎ 0944-64-1523
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試験と募集・イベント

【出場申し込み】 締め切り 11 月 15 日 （木） 必着

※出場資格は �5歳以上 （中学生を除く） のアマチュアの方に限ります。

※応募は、 １人 （１組） １通に限らせていただきます。

※グループで出場の場合は出場者全員の名前・年齢を明記のうえ、 代表者がお申し込みください。

※応募多数の場合は �50 組を選出のうえ、 ご案内を �� 月３日 （月） 頃に発送します。

※応募後の曲目の変更はできません。

【観覧申し込み】 締め切り 11 月 19 日 （月） 必着

※応募多数の場合は抽選の上、 １枚で２人様まで入場できる入場整理券を �� 月 �0 日 （月）

頃に発送します。

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。

●放送予定　平成 �0 年１月 �7 日 （日） 午後０時 �5 分～１時 （録画放送）

　　　　　　　　　【総合 ・衛星第２ ・ ラジオ第１ ・ 国際】 ※放送日時は変更になることがあります。

●お問い合わせ　（出場希望）　☎０９６－３２６―８３５３　（音声応答）

                       （観覧希望）　☎０９６－２１２－５６３６　（音声応答）

　　　　　　　　　　　ホームページ　　http//www.nhk.or.jp/kumamoto /

※ご応募の際にいただいた個人情報は、 選出 ・ 抽選の結果のご連絡のほか、 ＮＨＫの受信料の

お願いに使用させていただくことがあります。

「ＮＨＫのど自慢」（公開録画）
　　 出場者 ・ 観覧者募集

♪ ♪
●と　き　　　�� 月 �3 日 （日 ・ 祝） 〈公開録画〉

　　　　　　開場／午前 ��時　　開演／午前 ��時 45 分　　終演予定／午後１時 30 分
　　　　　　　　〈予選会〉   �� 月 �� 日 （土）　　午後０時 45 分～午後６時 （予定）　

　　　　　　　　予選会は入場自由です。 ただし、 満席の場合は入場をお断りすることがあります

●ところ　　　荒尾総合文化センター （荒尾市荒尾 4�86-�9 ☎ 0968-66-4���）

●ゲスト　　　小林　幸子、 長山　洋子

●司　会　　　徳田章アナウンサー

●出　場　　　予選を通過した �0 組

●主　催　　　ＮＨＫ熊本放送局 ・荒尾市

●応募方法　出場 ・観覧とも参加無料

　　　　　　　　 往復はがきで下記のとおりにご記入ください。

往信 返信

〒 860-860�

ＮＨＫ熊本放送局

「のど自慢」 出場係

　　　　　　　（観覧係）

ここには何も記入

しないでください。

＜往信おもて＞ ＜往信うら＞＜返信うら＞ ＜返信おもて＞

申し込みする方の

（１） 郵便番号

（２） 住所

（３） 名前

●出場申し込み

（１） 郵便番号 （２） 住所

（３） 名前 （よみがな）

（４） 年齢 （５） 性別

（６） 電話番号 （７） 職業

（８） 曲名 （１曲） および歌手名

（９） 選曲理由 （簡単に）

●観覧申し込み

（１） 郵便番号 （２） 住所

（３） 名前 （４） 電話番号
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試
験
と
募
集

荒
尾
市
社
会
福
祉
事
業
団

「秋
の
感
謝
祭
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
事
業
団
で
は
、
荒
尾
市
社
会
福

祉
事
業
団

「秋
の
感
謝
祭
」
イ
ベ
ン
ト

（売
り
場
）
の
補
助
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
時
…
①
11
月
24
日

（
土
）
②
11

月
25
日

（
日
）　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
／
福
祉
村

（
市
社
会
福

祉
事
業
団
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
／
※

昼
食
は
準
備
し
ま
す
。
／
申
込
方

法
…
11
月
12
日

（月
）
ま
で
に
、
市

事
業
団
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
市
社
会
福
祉
事
業
団

☎
62

・
７
９
３
１

エ
ポ
ッ
ク
・
荒
尾
の
子
育
て
講
座 

「今
、
な
ぜ
食
育
？
」 

 

　

食
の
環
境
も
い
ろ
い
ろ
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
健
康
な
食

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
学
び
ま
す
。

　

日
時
…
①
11
月
12
日

（
月
）
②
11

月
19
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
／
働
く
女
性
の
家

（
エ
ポ
ッ
ク
・

荒
尾
）
講
習
室
で
／
講
師
…
料
理

研
究
家　

本
田
弘
子
先
生
、
学
校
栄

中
央
公
民
館

「着
付
け
教
室
」
会
員
募
集

　

タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
る
着
物
を

お
正
月
に
着
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
着

ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

　

日
時
…
水
曜

（
月
３
回
）
午
前
10

時
～
正
午
／
中
央
公
民
館　

和
室
で

［
申
・
問
］
増
田
☎
64
・
０
１
４
５

ま
た
は
☎
080

・
１
７
６
０
・５
７
９
２

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

知
的
財
産
権
相
談
会

 

知
的
財
産
に
関
し
、
今
ま
で
に
無

か
っ
た
新
し
い
技
術

（
特
許
）
を
考

案
し
て
い
る
と
か
、
使
い
勝
手
が
よ

く
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

（
意
匠
）
の
物

品
を
創
作
し
て
い
る
と
か
、
ま
た
、

商
品
な
ど
に
使
用
す
る
自
社
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
標
識

（
商
標
）
等
を
お
考
え

の
方
は
、
産
業
財
産
権
相
談
会
を
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

日
時
…
11
月
21
日

（
水
）
午
後
1

時
30
分
～
４
時
30
分
／
荒
尾
商
工

会
議
所
で
／
相
談
員
…
弁
理
士　

吉

永　

純
一
氏
／
内
容
…
産
業
財
産
権

全
般
／
相
談
形
態
…
個
別
相
談
／

参
加
費
…
無
料
／
申
込
方
法
…
事

前
予
約
制

［
申
］
荒
尾
商
工
会
議
所　

ビ
ー
ト
・
コ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会　
　

　　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
歩
き
ま

せ
ん
か
？

　

日
時
…
11
月
14
日(

水)

午
前
10

時
～(

１
時
間
程
度)

／
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
／
講
師
…
吉
井
貞
夫
先
生

（
Ｈ
・
Ｌ
・
Ｅ
研
究
会
水
俣
支
部
支

部
長
）
／
参
加
費
…
無
料
／
※
運

動
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
／
主
催
…
荒
尾
市
健
康
づ

く
り
推
進
員
協
議
会
、｢

２
０
３
０

あ
ら
お
有
明
優
都
戦
略｣

ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

試験と募集・イベント

☎
62
・
１
２
１
１　

［
問
］(

社)

発
明
協
会
熊
本
県
支

部
☎
096
・
223
・
６
１
６
３　

就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

　

就
職
支
援
と
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
を
合
わ
せ
た

セ
ミ
ナ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
す

る
こ
と
な
く
、
職
務
経
歴
書
の
作
成

を
す
る
な
ど
関
連
付
け
て
セ
ミ
ナ
ー

女
性
の
た
め
の

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

 

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業

（
専
修

学
校
を
活
用
し
た
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
）
「
子
育
て
～
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
と
し
て
、
女
性

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

受
講
期
間
…
12
月
４
日

（
火
）
～

平
成
20
年
２
月
末
ま
で
／
定
員
…
①

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
講
座
20
名
②
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
講
座

（ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
）
30

名
／
対
象
…
子
育
て
や
介
護
等
に
よ

り
一
時
的
離
職
し
て
い
る
女
性
の
方

や
、
再
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

女
性
の
方
な
ど

（
年
齢
制
限
な
し
）

／
参
加
費
…
無
料
／
内
容
…
①
毎

週
水
曜　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

（
全
11
回
）
基
本
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
か
ら
応
用
技
能
ま
で
②
毎

週
火
・
金
曜　

午
前
10
時
～
正
午

※
３
日
程
度
午
前
10
時
～
午
後
４
時

あ
り

（
全
21
回
）
職
業
人
、
社
会

人
と
し
て
の
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
と
は
何
か
、
自
分

を
知
り
、
行
動
計
画
の
基
本
を
習

得
。
個
別
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実

養
教
諭　

寺
本
ミ
ユ
キ
先
生

（
桜
山

小
）
／
定
員
…
40
名
／
申
込
方
法

…
働
く
女
性
の
家
（エ
ポ
ッ
ク
・荒
尾
）

に
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
働
く
女
性
の
家

（
エ
ポ
ッ

ク
・
荒
尾
）
☎
64
・
２
８
８
４

い
き
い
き
健
康
づ
く
り
教
育
講
座

受
講
生
募
集　

　

テ
ー
マ
…
①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
②

「
サ
プ
リ
メ
ン

ト
」
に
つ
い
て
③
公
的
医
療
保
険
制

度
の
基
礎
知
識
④
脳
卒
中
に
な
ら

な
い
た
め
に
／
日
時
…
①
11
月
２
日

（
金
）
②
11
月
９
日

（
金
）
③
11
月

16
日

（
金
）
④
11
月
30
日

（
金
）

午
後
２
時
～
４
時
／
中
央
公
民
館
で

／
申
込
方
法
…
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電

話
か
直
接
お
越
し
の
う
え
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
当
日
申
込
可
。
／
主
催

…
市
地
域
保
健
医
療
福
祉
推
進
協

議
会

［
申
・
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

施
。
／
申
込
期
限
…
11
月
15
日
（木
）

ま
で

［
問
・
申
］
学
校
法
人　

松
本
学
園

日
本
総
合
教
育
専
門
学
校

☎
72
・
２
３
７
５

を
実
施
し
ま
す
。 

　

パ
ソ
コ
ン
実
習
は
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
と

お
し
て
就
職
支
援
に
実
績
の
あ
る
講

師
が
担
当
し
ま
す
。

　

受
講
生
に
は
実
習
時
間
の
中
で
個

別
に
対
応
し
、
各
自
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。 

　

 

日
時
…
12
月
11
日

（
火
）
～
14
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
／
玉
名
市
民
会
館
で
／
定
員

…
先
着
20
名
※
現
在
受
付
中
で
す
。

／
対
象
…
求
職
者(

在
学
・
在
職
中

の
方
を
除
く
）
／
参
加
費
…
無
料

［
申
・
問
］
（
財
）
熊
本
県
雇
用
環

境
整
備
協
会
☎
096
・
382
・
５
４
４
５
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大
人
向
け
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
イ
ベ
ン
ト

星
空
サ
ウ
ン
ド
ピ
ク
ニ
ッ
ク

「ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ラ
ブ
・
バ
ラ
ー
ド
」

　

日
時
…
11
月
９
日

（
金
）
午
後
６

時
30
分
開
演

（
６
時
15
分
開
場
）
／

大
牟
田
文
化
会
館
３
階
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
／
定
員
…
120
名
／
入
場
料
…

一
般
310
円
、
高
校
生
210
円
、
小
学
生

～
中
学
生
100
円
／
※
小
学
生
未
満

入
場
不
可
、
小
・
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
、
投
影
開
始
時
間
に
遅
れ
る
と

入
場
で
き
ま
せ
ん
。
／
内
容
…
ラ
ブ

ソ
ン
グ
＆
バ
ラ
ー
ド
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
番
組
を
お
贈
り
し
ま
す
。

［
問
］
大
牟
田
文
化
会
館

☎
０
９
４
４
・
55

・
３
１
３
１

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
飛
び
出
そ
う
！

「熊
本
の
近
代
化
遺
産　

万
田
坑
」

            

　

現
在
も

『
第
二
竪
坑
櫓
』
な
ど
の

建
物
が
残
る
万
田
坑
は
、
我
が
国

の
産
業
発
展
を
支
え
た
近
代
日
本
の

象
徴
で
す
。
建
物
の
中
に
残
る
、
た

て
穴
昇
降
用
の
巨
大
な
巻
揚
機
に
触

れ
た
り
、
地
の
底
が
見
え
な
い
ほ
ど

の
た
て
穴
を
の
ぞ
き
見
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
！
ま
た
、
万
田
坑
は

「
九
州
・

山
口
の
近
代
化
遺
産
群
」
と
し
て
世

界
遺
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

魅
力
に
つ
い
て
の
講
義
も
あ
り
ま
す
。

　

日
時
…
11
月
25
日

（
日
）
午
前
10

お
詫
び
と
訂
正　

　

10
月
15
日
号
14
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
情
報　

11
日

（
日
）
の
市
民

文
化
祭 

日
舞
・
三
曲
の
開
場
時

間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（誤
）
13
時
30
分　

（正
）
10
時
30
分

※詳しい活動内容、 持ち物などは各教室にお問合せください。

※子育て支援拠点事業では電話相談も受け付けています。

　　　　子育てねっとわーく （11 月分）
内容 ：場所、 参加費、 活動内容

教室名 活動日 内容

★子育て支援拠点事業★

こじか

ひろば

☎ 68-0055

５日 （月） ・ ７日 （水） ・ �4

日（水）・�9日（月）・��（水）・

�8 （水） 午前 �0 時～午後

３時※火曜は自由活動

桜山保育園、 無料、

親子イングリッシュ ・

親子体操など

なかよし

ひろば

☎ 6�-0749

１（木）・８日（木）・�5日（木）・

�� 日 （木） 午前 �0 時～午

後３時※毎日園庭開放

なかよし保育園、 無

料、 運動会 ・ 造形あ

そび ・親子体操など

カンガルー

ポケット

☎ 65-8655

６日 （火）・�0 日 （火）・

�7 日 （火 ） 午前 �0

時～午後３時※水 ・ 木

曜は自由遊び

カンガルーハウス、

�00 円 （自由遊び

は無料）、 体育あそ

びなど

★子育てサークル★

ゆりかご

広場

☎ 6�-6�34

７日 （水） ・ �4 （水） ・

�8 （水 ） 午前 �0 時

�5 分～ �� 時 30 分

みやじま幼稚園、

�00 円、共同制作、

イモほり、 たこつくり

バンビ

☎ 66-3��8

５日 （月） ・ �9 日 （月） 午前

�0 時 30 分～ �� 時 30 分

桜山保育園、 無料、

英語遊び

ミルキー

　　クラブ

☎ 6�-3483

９日 （金）

午前 �0 時～正午

エ ポ ッ ク ・ 荒 尾、

�00 円、 健康な体と

心を育てる為に大切

な事 （松原由美氏）

わくわく

ランド

☎ 68-��04

�0 日 （土） 午前９時

45 分～ �� 時 30 分

小鳩幼稚園、無料、

楽器あそび

平
成
19
年
度　

荒
魂
祭

　
　
　
　
　

（
荒
尾
高
校
文
化
祭
）

「喜
び
～

487
個
の
ダ
イ
ヤ
た
ち
～
」

　

日
時
…
11
月
11
日

（
日
）
～
12
日

（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で

※
一
般
開
放
は
11
日

（日
）
の
み
／

内
容
…
ス
テ
ー
ジ
・
展
示
発
表
、
バ

ザ
ー

（
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
、
ホ
ッ
ト
ド

動
く
展
示
会

～
も
っ
た
い
な
い
の
発
想
か
ら

　
　
　
　

古
着
が
華
麗
に
変
身
～

　

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
、
そ
れ
は

「
も
っ
た
い
な
い
」
の

心
で
す
。
そ
の
心
を
も
う
一
度
見
つ

め
な
お
す
機
会
に
な
れ
ば
と
の
思
い

か
ら

「動
く
展
示
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
環
境
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。

　

日
時
…
11
月
25
日

（
日
）
午
後
１

時
30
分
～
／
メ
デ
ィ
ア
交
流
館
で
／

出
演
者
…
荒
尾
生
活
会
議　

未
来
の

ま
ち
づ
く
り
会
／
主
催
…
二
小
元

気
会　

環
境
部
会

［
問
］
二
小
元
気
会　

浦
田

☎
62
・
１
３
４
９

荒
尾
と
き
め
き
市　

秋
の
収
穫
感
謝
祭

　

期
日
…
11
月
17
日

（
土
）
～
18
日

（
日
）
／
岩
本
橋
横
で
／
500
円
お
買

い
上
げ
毎
に
米
掬
い
が
で
き
ま
す

［
問
］
荒
尾
と
き
め
き
市

☎
66
・
３
７
３
０

時
～
午
後
０
時
30
分
／
万
田
炭
鉱
館

集
合
／
申
込
期
限
…
11
月
22
日
（木
）

ま
で
／
定
員
…
先
着
30
名
／
参
加
費

…
無
料
／
対
象
…
ど
な
た
で
も
参
加

可
、
た
だ
し
中
学
生
以
上
の
内
容
。

［
申
・
問
］
県
文
化
企
画
課　

博
物

館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班

☎
096
・
333
・
２
１
５
５

イ
ベ
ン
ト

荒
尾
市
小
岱
松
保
存
会

盆
栽
展

　

日
時
…
11
月
９
日

（
金
）
～
11
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー　

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

滔
天
忌
句
会

　

日
時
…
12
月
16
日

（日
）
正
午
～

／
ホ
テ
ル　

ま
る
よ
し
で
／
投
句
…

無
料
／
対
象
…
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
／
主
催
…
荒
尾
市
俳
句

協
会
／
後
援
…
荒
尾
市
・
荒
尾
市

教
育
委
員
会
ほ
か

［
問
］
俳
句
協
会
会
長　

城
☎
66
・
２
３
１
６

ッ
グ
、
た
こ
焼
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
物

品
バ
ザ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
販
売
）、
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

（
カ
レ
ー
、
焼
き
そ
ば
、

ぜ
ん
ざ
い
）
の
予
定

［
問
］
荒
尾
高
校
☎
63
・
０
３
８
４

ム
で
／
主
催
…
市
小
岱
松
保
存
会

／
後
援
…
荒
尾
市
、
荒
尾
市
教
育

委
員
会

※
会
員
募
集
中　

年
会
費　

500
円

［
問
］
市
小
岱
松
保
存
会
事
務
局

浜
崎
☎
66
・
３
８
１
２
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平日夜間小児救急診療当番医月別実施表  11 月

（診療時間帯 ：午後７時から午後 �0時）
休日は午後５時まで当番医、 午後５時以降は荒尾市民病院救急外来へ　※薬局は下記を参照してください

調剤薬局
薬剤師会会営　かめしま薬局　市民病院前　☎ 69-��75　
※毎日営業 （営業時間 ：午前８時 30 分～午後８時）

［
問
］
平
日
／
有
明
地
域
広
域
消
防
本
部

（
有
明
地
域
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
73
・
５
２
７
１
ま
た
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３　

土
・
日
・
祝
日
／
市
役
所　

☎
63
・
１
１
１
１

［
問
］
市
医
師
会　

☎
62

・
０
０
７
２  　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
63

・
１
１
３
３

（昼
間
の
み
）　

市
役
所　

☎
63

・
１
１
１
１

（
夜
間
の
み
）
※
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
該
医
療
機
関
を
お
確
か
め
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い

日 曜
荒　尾 大　牟　田

施設名 住所　電話 （大牟田　市外局番 0944）
１ 木 荒尾市民病院 （足達照之） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 こが小児科医院 岬 ☎ 53 ‐ ��50
２ 金 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8�8� 篠塚小児科皮膚科医院 橘 ☎ 58 ‐ 5000
３ 土 休日当番医
４ 日 休日当番医
５ 月 荒尾市民病院 （田中健） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ 53 ‐ �06�
６ 火 荒尾市民病院 （本里雄一） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 やまかわクリニック 中白川町 ☎ 5� ‐ �705

７ 水 荒尾市民病院（松山万里子） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 西内科循環器科医院 白川 ☎ 53 ‐ 834�
８ 木 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 江の浦医院 江浦町 ☎ �� ‐ 5050
９ 金 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8�8� 末吉小児科内科医院 船津町 ☎ 59 ‐ 8�00

�0 土 米の山病院　今山　☎ 5� ‐ 33��
�� 日 休日当番医
�� 月 荒尾市民病院 （佐藤章） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ 53 ‐ �06�
�3 火 荒尾市民病院 （足達正昌） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 原循環器科 ・内科医院 三川町 ☎ 57 ‐ 330�
�4 水 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8�8� 平田小児科内科医院 歴木 ☎ 5� ‐ 4�95
�5 木 荒尾市民病院 （松山万里子） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 くにさき内科胃腸科医院 正山町 ☎ 59 ‐ 0775
�6 金 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 篠塚小児科皮膚科医院 橘 ☎ 58 ‐ 5000
�7 土 大牟田記念病院　歴木　☎ 53 ‐ 507�
�8 日 休日当番医
�9 月 荒尾市民病院 （田中健） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ 53 ‐ �06�
�0 火 荒尾市民病院 （伊藤隆康） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 やまかわクリニック 中白川町 ☎ 5� ‐ �705
�� 水 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 65 ‐ 8�8� こが小児科医院 岬 ☎ 53 ‐ ��50
�� 木 荒尾市民病院 （松山万里子） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 江の浦医院 江浦町 ☎ �� ‐ 5050
�3 金 休日当番医
�4 土 米の山病院　今山　☎ 5� ‐ 33��
�5 日 休日当番医
�6 月 田宮医院 大島町 ☎ 6� ‐ 00�7 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ 53 ‐ �06�
�7 火 荒尾市民病院 （中島明） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 和田医院 歴木 ☎ 55 ‐ �5�9
�8 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 中山内科 ・小児科医院 吉野 ☎ 58 ‐ 00�5
�9 木 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 吉野こどもクリニック 宮崎 ☎ 58 ‐ 3�3�
30 金 荒尾市民病院 （足達照之） 本村 ☎ 63 ‐ ���5 末吉小児科内科医院 船津町 ☎ 59 ‐ 8�00

休日当番医日程表

日 曜
◎ 外科系

（診療 ：午前９時～午後５時）
◎　内科系

（診療 ：午前９時～午後５時）
◎歯科

（診療 ：午前 �0時～午後４時）

３ 土
西原クリニック☎ 6�-06��
西原町１丁目 4-�4

荒尾中央病院☎ 64-�333
増永 �554 （中増永）

ふかうら歯科医院☎ 69-37�8
緑ケ丘 5丁目 3-�

４ 日
高橋整形外科医院☎ 64-�3��
原万田 8�5 ‐ � （原）

藤枝医院☎ 68-3�3�
蔵満 �884-� （水島）

ひきた歯科クリニック☎ 69-3888
荒尾 4�60-�7� （向陽台）

�� 日
ふじさわ脳神経外科クリニック☎ 64-��38
四ツ山町３丁目 6 ‐ 3

本里内科☎ 64-0556
宮内 7�4-� （宮内）

ばば歯科クリニック☎ 63-3600
荒尾 4544-46 （荒尾大谷）

�8 日
吉田整形外科クリニック☎ 6�-6�00
牛水 670 ‐ 6 （牛水上）

荒尾駅前クリニック☎ 64-�895
大正町 �丁目 �-3高森ビル４階

まえじま歯科医院☎ 68-6489
増永 �74�-�� （新生西）

�3 金
荒尾脳神経外科医院☎ 65-6030
川登 �9�� （大和区）

平山医院☎ 6�-0665
増永 �800-6 （新生西）

多田隈歯科医院☎ 64-3000
荒尾 785-4 （宮内出目西）

�5 日
北野外科医院☎ 6�-590�
四ツ山町２丁目 � ‐ �0

こどもクリニック友枝☎ 65-8�8�
荒尾 4�60-�56 （向陽台）

山本歯科医院☎ 63-0�0�
宮内 5�5 （宮内）

※
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
該
医
療
機
関
を
お
確
か
め
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

夜間小児・休日当番
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文化センター・求人・母子健診

11
月
の
開
催
予
定

荒
尾
け
い
ば

人
権
標
語
（解
放
文
化
祭
か
ら
）

求　　　人　　　案　　　内
�0 月 �� 日現在玉名公共職業安定所調べ

リサイクル事業収集実績

校区
平成 �9年９月分

量 （ｔ） 金額 （円）

一小 49.9 99,��3

二小 3�.9 68,7�0

三小 �6.4 34,384

旧四小 �0.6 �0,303

中央 45.7 98,74�

緑ケ丘 �7.5 49,�06

平井 �7.� 53,9�8

府本 ��.� �0,808

八幡 68.5 ��8,558

有明 �4.9 48,040

清里 �9.� 38,�60

桜山 �5.5 50,730

合計 358.3 7�0,88�

［問］環境保全課　☎ 63-1370

★
３
年
間　

部
活
と
勉
強　

が
ん
ば
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
部　

弘
介

★
や
め
よ
う
よ　

い
じ
め
や
差
別　

絶
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

将

★
守
ろ
う
よ　

人
の
人
権　

人
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

淳
志

１
（木）

11
（日）

佐賀場外発売
21

（水）
荒尾開催

２
（金）

12
（月）

金沢場外発売
22

（木）

３
（土）

佐賀場外発売
13

（火）
荒尾開催
全日本レディース招待

23
（金）

佐賀場外発売

４
（日）

佐賀場外発売
14

（水）
荒尾開催

24
（土）

佐賀場外発売

５
（月）

水沢場外発売
15

（木）
25

（日）
佐賀場外発売

６
（火）

荒尾開催
16

（金）
26

（月）
金沢場外発売

７
（水）

荒尾開催
17

（土）
佐賀場外発売

27
（火）

荒尾開催

８
（木）

笠松場外発売
18

（日）
佐賀場外発売

28
（水）

荒尾開催

９
（金）

19
（月）

金沢場外発売
29

（木）
笠松場外発売

10
（土）

佐賀場外発売
20

（火）
荒尾開催

30
（金）

モシモシ健康情報　

☎ 096-385-3300

● 11 月の週間プログラム

月　メニエール病

火　ノロウィルス感染症

水　小脳梗塞

木　口の乾きで困ってませんか

金　生理痛

土・日 性交痛について

（「性のことかんがえよう」 シリーズ）

　ホームページでモシモシ健康

情報をご覧いただけます！ （過

去放送分も併せて）

ホームページアドレス http://www.khk-dr.jp

　　［問］熊本県保険医協会　

　　　☎ 096 ・ 385 ・ 3330

玉＝玉名 （職業安定所名） －求人

玉 -466907� 場内作業 （派）         � 名年齢不問                       �37,�50 円

玉 -4658�7� 美容師                    � 名年齢不問       ��7,600 ～ �68,000 円

玉 -464987� 看護師又は准看護師  � 名年齢不問       �30,000 ～ �00,000 円

玉 -46�4�7� 正看護師                 � 名年齢不問      �80,000 ～ �30,000 円

玉 -4634�7� 准看護師                 � 名年齢不問      �40,000 ～ �50,000 円

玉 -46�837� 工事現場作業員        4 名年齢不問      �76,000 ～ �64,000 円

玉 -46�387� 准看護師                 � 名年齢不問      �35,000 ～ �6�,000 円

玉 -459�87� 食品製造               �0 名年齢不問                      ��3,600 円

玉 -458907� 一般事務                 � 名 34 歳以下    �50,000 ～ �80,000 円

玉 -4593�7� 仕分作業 （請）          � 名年齢不問      �60,000 ～ ��4,000 円

玉 -458�57� 保育士                    � 名年齢不問      ��0,450 ～ ��3,750 円

玉 -45�557� 型枠大工                 � 名年齢不問      �50,000 ～ �75,000 円

玉 -457�07� 営業                       3 名年齢不問       �40,000 ～ 300,000 円

玉 -45�7�7� 介護職員                 � 名年齢不問      �3�,000 ～ �40,800 円

玉 -4578�7� 介護職員                 � 名年齢不問                      �36,850 円

玉 -453�57� 乗務員                    3 名年齢不問                        70,�00 円

玉 -449�97� 介護職員                 � 名年齢不問                      �08,675 円

玉 -45�097� 指導員                    � 名年齢不問       ��3,400 ～ ���,800 円

玉 -448857� 正看護師                 � 名年齢不問                      �60,000 円

玉 -4503�7� 理学療法士または作業療法士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 名年齢不問　　　�70,000 ～ �40,000 円

玉 -453697� 瓦ふき工　　　　　　　　　� 名年齢不問　　　��0,000 ～ 300,000 円

玉 -448637� 電気工事　　　　　　　　 � 名年齢不問　  　�3�,000 ～ �76,000 円

玉 -446697� 機械オペレーター       � 名年齢不問       �64,500 ～ ���,500 円

玉 -44�867� 歯科衛生士              � 名年齢不問      ��5,000 ～ �80,000 円

▽掲載内容は、 ほんの一部です。 このほかにも多数求人の案内があります。

求人申し込みおよび雇用保険等の手続きは、玉名公共職業安定所でお願いします。

［問］玉名公共職業安定所☎ 72-8609 または荒尾市職業相談室☎ 63-1689
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11 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３　文化の日
● 無 料 法 律 相 談
（13 ： 00 ～ 16 ：
00） 市役所総合案
内

●八幡小リサイク
ル （７ ： 30 ～）

●第 19 回学童陸
上フェスタ　イン荒
尾　陸上競技場
●新人戦 （野球少
年） 野球場

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
●商工会議所会頭
杯 （野球、～ 18 日）
野球場
●グリーン杯シン
グ ル ス （ テ ニ ス、
～ 11 日） 庭球場

●中央小リサイク
ル （７ ： 30 ～）

●荒尾競馬 （～ 7
日）

●第 17 回高齢者
ＧＢ大会　ゲートボ
ール場

●清里小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
●糖尿病教室 「瑞
鳳 会 」 （14 ： 30 ～
16 ： 00） 市民病院

●ぐりとぐらお話の
会 （14 ： 00 ～）
図書館児童室
●栄友会大会 （グ
ラウンドゴルフ） 陸
上競技場

11 12 13 14 15 16 17
●第５回毎日新聞
荒尾南部販売店杯
（ゲートボール） ゲー
トボール場
●中学新人松山旗
争奪バレーボール
大会　中学校体育
館

●一小リサイクル
（７ ： 30 ～）
● 行 政 相 談 (10 ：
00 ～正午） 市役
所総合案内

●三小リサイクル
（７ ： 30 ～）
● 荒 尾 競 馬 （～
14 日）

●育 児 相 談 (10 ：
00 ～ 10 ： 45） 保
健センター
● 健 康 相 談 (10 ：
00 ～ 10 ： 45） 保
健センター）

●緑ケ丘小リサイク

ル （７ ： 30 ～）

●３ヵ月児健診
（13 ： 15 ～ 14 ： 00）
保健センター

●健康相談
（９ ： 30 ～ 11 ： 30）
老人福祉センター

●平井小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
● 無 料 法 律 相 談
（13 ： 00 ～ 16 ：
00） 市役所総合案
内

●有明小リサイクル
（７ ： 30 ～）

●３歳児健診
（13 ： 15 ～ 14 ： 00）
保健センター
●乳幼児のための
おはなし会
（11 ： 00 ～） み ど り
蒼生館

●図書館ボランテ
ィアによるおはなし
会 （14 ： 00 ～） 図
書館児童室
●小学生スポレク
大会　市民体育館
ほか
●森川杯小学生サ
ッカー大会 （～ 18
日）　サッカー場ほか

18 19 20 21 22 23　勤労感謝の日 24
●グリーン杯ダブ
ルス （テニス） 庭
球場
●第 18 回レッドソ
ン杯 （バドミントン）
市民体育館

●二小リサイクル
（７ ： 30 ～）

●旧四小リサイク
ル ( ７ ： 30 ～）
● 荒 尾 競 馬 （～
21 日）

●１歳６ヵ月児健
診 （13 ： 15 ～ 14 ：
00） 保健センター

●７ヵ月児健診
（13 ： 15 ～ 14 ：
00） 保健センター
●第 85 回近県愛
好者ゲートボール
大会　ゲートボール
場

●第 43 回県下段
別剣道大会　市民
体育館ほか

●図書館職員による
おはなし会 （14 ： 00
～） 図書館児童室

25 26 27 28 29 30
●ニッタク祭荒尾
ラージボール大会
（卓球） 市民体育館
●ムツゴロウ ・ ペ
タンク大会　多目的
広場
●トリムﾊﾟｰｸ杯 （野
球、 ～ 12/2） 野
球場

●府本小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
● 行 政 相 談 (10 ：
00 ～正午） 市役
所総合案内

● 荒 尾 競 馬 （～
28 日）
● 年 金 相 談 （10 ：
00 ～ 15 ： 00） 11 号
会議室

●ＢＣＧ予防接種

（13 ： 30 ～ 14 ： 30）
保健センター
●中学選手権大会
（バスケットボール、
～ 28 日） 一中体育
館

●桜山小リサイクル
（７ ： 30 ～）

●健康相談
（９ ： 30 ～ 11 ： 30）
老人福祉センター

　少年指導センター
ヤングテレホンあらお

☎ 6�-7575

 ●相談時間

    月曜～金曜 （祝日を除く）

    午前９時～午後５時まで

 ●秘密は守ります。

    気軽にご相談ください。

　　市税 ・ 国保税

納税の相談お気軽に！
　　

　　
どうしよう！！と迷わず

　　お早めにご相談ください

　 
［問］収納課☎ 63-1353 

求人・カレンダー等

愛の献血
● 400ml　体重 50 ㎏以上

11 月 28 日（水）

マミーズ原万田店 10 ： 00 ～ 12 : 00 

第一製網　　　　　 13 ： 30 ～ 15 ： 30

11 月 30 日（金）

有働病院　　　　 9 ： 30 ～ 12 ： 00

荒尾中央病院  13 ： 30 ～ 16 ： 00

[ 問 ] 保健センター ☎ 63-1133
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編
者
の
つ
ぶ
や
き

題
　
字
　
を
　
か
　
き

　
ま　
し　た

題
　
字

　を
　か　き　ま　し

　
た

　清里小５年　上田　真緒さん

　

好
き
な
科
目
は
体
育
と
書
写
で
す
。
習
字

は
３
年
生
か
ら
習
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す
。

バ
レ
エ
も
習
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
宝
塚
の
ト

ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

資源を大切に―この広報紙は

�00％再生紙を使用しています

と
を取り合って！

「元気なあらお」 協働のまちづくり

２０３０あらお有明優都戦略
　荒尾市は現在、 基幹産業であった石炭関連産業の衰退とともに、 人口の減少、 市民所得

の低迷、 市街地の空洞化等、 まちの活力衰退の危機に直面しています。

　そこで、 市民や自治会あるいはＮＰＯやボランティア等の各種団体の皆さんと行政が協働し、

産業の再生と創出、 住みよいまちの創出、 賑わいの創出のための９つの戦略的プロジェクトを

実施し、 ２０３０年には有明地域の 「優都」 となるよう都市づくりを行います！

手
～第３回～

手

　

先
日
、
愛・

車・

が
初
め
て
の

「
車
検
」
を
迎
え
ま

し
た
。
３
年
前
、
カ
タ
ロ
グ
を
見
比
べ
て
ど
の
車

種
に
し
よ
う
か
、
何
色
に
し
よ
う
か
と
悩
む
の
も

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
納
車
の
日

に
は
嬉
し
く
て
、
両
親
を
乗
せ
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き

ま
し
た
。
車
中
、
母
が

「
史
も
自
分
で
車
を
買

う
歳
に
な
っ
た
ん
だ
ね
」
と
感
慨
深
く
言
っ
た
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
く
つ
歳
を
重
ね
て
も
、

両
親
に
と
っ
て
は
一
つ
一
つ
が
私
の
ス
テ
ッ
プ
な
の

だ
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
両
親
を
乗
せ
出
か
け
よ
う
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「史
」

お
詫
び
と
訂
正

　

10
月
15
日
号
表
紙
の
受
賞
者
の
行
政
区
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（誤
）
河
野
守
さ
ん
（野
原
）、松
村
隆
一
さ
ん
（下
赤
田
）

（正
）
河
野
守
さ
ん
（下
赤
田
）、松
村
隆
一
さ
ん
（野
原
南
）

　�0�� 年春の九州新幹線 （鹿児島ルート） 全線開通を見

据えた取り組みとして、 観光で本市を訪れた皆様の 「満足度

向上」、 もう一度来ていただけるという 「リピーターづくり」 を

意識した、 魅力ある観光地であるために、 荒尾市観光協会、

荒尾商工会議所、 ＪＲ九州荒尾駅、 熊本県タクシー協会な

ど、 観光交流拡大プロジェクト部会に参加いただいている関係

団体の皆さんが中心となって、 来訪者に分かりやすい、 優し

い観光パンフレットづくりに取り組んでいます。

　荒尾市には、 世界共通の財産となり得るエネルギー革命の

象徴であり、 世界文化遺産登録へ向けた取り組みがなされて

いる 「万田坑」、 孫文の三民主義と中国辛亥革命に影響を

与えた宮崎滔天をはじめとする 「宮崎兄弟の生家」 や 400

年の歴史を持つ伝統的工芸品である 「小代焼」 など、 国内

外へ誇れる貴重な宝が存在しています。

　これらの地域資源やグリーンランドといった観光の核となる施

観光交流拡大
　プロジェクト

　今回は、地域が一体となって本市の豊かな自然を活かし、歴史を掘り起こし、文化を育て、地域・

観光資源の付加価値を高めていくとともに 「あらお」 という地域の個性を確立し、 市民の皆様が

自信と誇りをもてる郷土の創造を目指す 「観光交流拡大プロジェクト」 の事業についてご紹介し

ます。

設を中心とした観光ルート （半日から一泊などのコース） づく

り、 また荒尾梨、 マジャク、 トキワマンサクなどの見所や各種

イベントを取り入れた季節ごとの魅力ある観光情報を掲載する

など、 見るひとに分かりやすく、 一年を通じて訪れたくなるよう

なパンフレットづくりを進めています。

　本市の観光による 「交流人口」 を拡大していくために、 市

内に点在する地域資源を単に磨き上げるに留まらず、 これら

を繋ぐことで価値ある一本の線となるよう、 更には市内の全て

の宝が存在感をもって輝く面となるような、 荒尾独自の自然、

文化、 歴史などを体感して貰える観光ストーリーを創造すると

共に、 市民、 ボランティア団体や観光施設などの関係者と行

政とが一体となった取り組みで、 荒尾版 「おもてなしのこころ」

を育て、「あらお」 を訪れた人が 「また来たい」 と思えるような、

魅力ある観光都市 「あらお」 を創り上げようと頑張っています。

↑
万
田
坑
市
民
ガ
イ
ド
に
よ
る
構
内
説
明

↑
白
蓮
を
通
じ
た
飯
塚
市
と
の
交
流
風
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
兄
弟
の
生
家
で
）


